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令和 6年度予算見積調書(2月補正予算) 課室名:

説明事業

会計課
担当名: 予算係

内線: 2234 (単位：千円)
会計

P5 警察情報管理システムの合理化・高度化 一般会
計

警察費 警察管
理費

項
警察本部費 一般行政費

番号 事業名

事 業
期 間

令和 5年度～ 根 拠
法 令

警察法

款

針路 08
分野施策 0805

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

16
16-6

　警察情報システムの合理化・高度化による標準化を図
り、高度な警察活動を実現する。

　ア　運転者管理システム共通基盤化対応経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 △54千円
　イ　共通基盤対応情報共有化端末整備関係経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △4,787千円
　ウ　マイナンバーカードと運転免許証の一体化関係
　　経費　　　　　　　　　　　　　　　△12,277千円

 (１) 事業内容
　　ア　運転者管理システム共通基盤化対応経費
　　イ　共通基盤対応情報共有化端末整備関係経費
　　ウ　マイナンバーカードと運転免許証の一体化関係経費
　　エ　警察行政のデジタル化推進に向けた環境整備
　　オ　警察情報管理システムの合理化・高度化に向けた端末整備
　　カ　運転免許証申請自動受付装置の導入

 (２) 事業計画
　　　警察庁において、手続のオンライン化、全国一元的システムの運用を図るため、令和５年度から８年度に
　　かけて、警察庁及び全国都道府県警察のシステムを標準化する警察共通基盤システムの運用が開始されるに
　　あたり、自県システムのデータ移行や必要となる機器・端末の整備等を実施する。

 (３) 事業効果
　　・　警察が所管する行政手続きのオンライン化を可能とし、県民の利便性向上と負担軽減
　　・　システムの合理化・高度化による高度な警察活動

（４）補正予算の概要
　　　執行節減による減額　　　△54千円
　　　契約差金による減額　△17,064千円

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
なし

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額

決定額 △17,118

現計額 597,947 597,947

― 警察本部 5 ―

支え合い魅力あふれる地域社会の構築

△17,118 580,829

デジタル技術を活用した県民の利便性の向上



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 54千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △54 ―

合計 △54 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

需用費 △6 ― 執行節減によるはがき印刷の減

役務費 △48 ― 執行節減による郵便料の減

合計 △54 ―

単位事業名 予算額 △ 4,787千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △4,787 ―

合計 △4,787 ―

　

主な内容

事業内訳書

警察情報管理システムの合理化・高度化

運転者管理システム共通基盤化対応経費

主な内容

主な内容

共通基盤対応情報共有化端末整備関係経費



 

 

単位事業名 予算額 △ 4,787千円

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

使用料及び賃借料 △4,787 ― 契約差金が生じたことによる端末等借上料の減

合計 △4,787 ―

単位事業名 予算額 △ 12,277千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △12,277 ―

合計 △12,277 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

使用料及び賃借料 △12,277 ― 契約差金が生じたことによる機器借上料の減

合計 △12,277 ―

主な内容

共通基盤対応情報共有化端末整備関係経費

主な内容

マイナンバーカードと運転免許証の一体化関係経費

主な内容


